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はじめに

 地方の時代と言われ，地方の自立・自走が大き

な課題となって久しい。地域独自の文化を醸成し，

自立に必要な自立できる産業を育成し，個性ある

地域づくりが問われている。

 自立できる産業とは，本来の地場産業であり，

地域に確たる技術・市場をもつ工芸産業がその一

つといえる。工芸産業は，原材料の供給・技術の

蓄積等，地元をベースにしつつも，製品の質・個

性からして，より広汎な市場への可能性を持って

おり，地方の自立・自走を支える有力な産業とい

える。

 地場の工芸品は，実用性・耐久性を兼ね備えた

美しさを持ち，使い捨ての工業製品と異なり，手

づくりの温もりを伝え，生活に潤いを与えてくれ

る。また，良い品物に日常的に接することにより，

審美眼を養うとともに，地域文化の豊潤化にもつ

ながるものである。

 中でも伝統的な地場工芸は，地域に歴史的，文

化的な背景をもつ代表的な地場産業の一つであ

る。その特徴として，伝統的な生産・流通体系を

もち，多くの場合，原材料の確保・調達から製品

の製造，販売まで広い範囲にわたって地域とのか

かわりをもっている。その関わりは所得の確保，

雇用機会の提供といった経済的側面ばかりでなく

地域住民の生活環境や行動様式あるいは当該地域

の文化とも密接なつながりをもっている。しかし

ながら，これらの伝統的な地場工芸を支える企業

の多くは零細的，生業的な中小企業であり，この

ため生産性の向上をいかにして図るかが地域経済

社会の活性化の大きな課題となっている。

 例えば，福井県の嶺北 ( 歴史的には越前・若狭

 わが国には，各地に優れた地場の工芸品産業があり，産業的にも，文化的にも地域の資質を支

えてきた。

 一方，これらの地場の工芸品産業を取り巻く環境の中で，特に近年著しい技術革新の進展，あ

るいは消費者ニーズの多様化・高度化とこれを要因とする製品の短サイクル化が顕著になってき

ており，これへの的確な対応を求めた地場の工芸品産業の新たな活性化が模索されている。

 このような地場の工芸品産業を抱える地域として越前和紙で知られる福井県今立郡今立町を取

り上げ，和紙工芸を柱に観光振興をねらった「和紙の里通り」を中心とする「まちづくり観光」，

「産業観光」の可能性について論述している。

 方法として，地場工芸産業型の産業振興について一般論に触れ，今立町の観光施設の実態と課

題について分析を加えた。それらを踏まえた今立町の観光地として再生する方向性については，

２回の現地ヒアリング調査とその中間で実施した地元における意見交換会の諸々の指摘について

ＫＪ法を用いて意見集約を図った。

キーワード：地場工芸，産業観光，まちづくり，越前和紙，和紙の里
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と分けると越前 ) 地方にあり，平成 17 年 10 月

に隣接する旧武生市との合併で越前市となった旧

今立町 ( 以下本稿では「今立町」とする。) は，

越前和紙産地を形成している。今立町にとって製

紙業の地位は高く，越前漆器も町内でつくられて

おり，合併した旧武生市の越前打刃物産地，同じ

く隣接する鯖江市の越前漆器(河和田漆器)産地，

旧武生市と隣接する越前町 ( 平成 17 年２月に丹

生郡朝日町，宮崎村，越前町，織田町の４町が合

併して誕生 )の越前焼 (織田焼 )産地を加えると，

広汎な一大工芸産業空間を構成している。今立町

は，全国有数の和紙産地であり，手漉き和紙では

全国一のシェアを誇っている。

 和紙・和紙加工業が今後とも今立町のリーディ

ング産業として発展していくためには，素材と加

工との連携を強化し，技術の継承や新製品の開発

による需要の確保や観光など関連産業の育成振興

による新しい産業集積の形成と合わせて地域住民

の居住環境の整備を推進していくことが必要と

なっている。

 そのため，今立町は『いまだて 21 世紀ビジョ

ン（第４次今立町総合計画）』の中で「新しい風

おこしプログラム」として，産業振興については，

次の７つの産業イノベーション・意識プログラム

が示されている。

①生活文化創造型産業団地の推進

②デザインマインドを持った地域産業の展開

③産業・流通イノベーションの推進

④いまだて地場産工房の創出

⑤商店街の再活性化戦略

⑥今立型農林業の展開と担い手育成

⑦特産品流通・販売体制の変革

 本稿は，観光による地域振興に取り組む地域の

要望に対して，観光に関する適切な助言を行うこ

とを目的として，観光カリスマ等（観光地域づく

りを専門とする学識経験者等）を観光地域づくり

アドバイザーとして派遣し，観光振興，雇用の創

出等を図ることを目的に，（社）日本観光協会が

実施した「観光カリスマ・アドバイザー派遣制度」

に協力した内容について紹介するものである。即

ち，今立町産業振興課からの要望に基づき，和紙

の里へのアドバイス，助言を行ったものである。

以下にその内容を紹介する。

１．地場工芸産業型の産業振興について

 ここで，今立町のような地場の工芸産業を中核

として地域づくりを目指す，すなわち地場工芸産

業型の地域振興と呼べるものについて，その基本

的方向と特性，果たすべき基本的機能，基本的方

策，期待される効果についてあらかじめ整理する

と，次のようになる。

（１）基本的方向と特性

１）基本的方向

 地元に優れた工芸品産業があることは，端的に

言えばその地域の経済・社会・文化の高さを示し

いてる。優れた工芸品が生まれてきた過程そのも

のをみると，人為的な英知，技術の成熟度と工芸

品の経済・社会・文化的水準は比例しており，今

後においても，その関係は成立しよう。

 そこで，基本的方向は次のように設定される。

①工芸業の存在が地域にとって，少なからぬ地域

経済効果をもたらすべく，地域所得効果，雇用効

果（定住効果），他産業への波及効果等幅広い経

済効果を持たせる。

②工芸業の存在が地域社会や住民生活の潤い，豊

かさへのプラス効果につながり，それがまた優れ

た工芸品を生むといった好循環系を持たせる。

③工芸業を核とした個性豊かな地域づくりを目指

すもので，単なるハードな工場・工房だけでなく，

個性ある生活文化の構築も含める。

２）特性

 地場の工芸産業は自立できる産業というだけで

はなく，その高付加価値ゆえに経済効果を持って

いるし，雇用力も持っている。また，地域文化へ

の寄与という点でも，工芸産業の存在は大きな意

味を持っている。優れた工芸品を生活に取り込む

ことは，とりもなおさず個性ある文化の体験であ

り，それが容易な地域は独自の生活を醸成してい

くことになる。地元に優れた工芸産業があり，自

らの生活スタイルにマッチした品物も注文できる

ということは，同じ工芸品を使うにも一味違った

生活文化を可能にする。それが地域のアイデン
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ティティに，個性ある地域づくりにつながってい

く。

 そこで目指すものとしては，地域経済の活性化

とともに，地域社会の維持をも射程に据えたもの

である。

①地域経済の活性化

 地域経済効果としての地域所得の向上，雇用効

果の創出，他産業への波及的産業連関効果。

②地域社会の維持

 地域社会効果として，工芸を通じて住民生活の

潤いや豊かさ，工芸をからめた地域独自の社会福

祉や社会教育の充実効果，工芸業の存在が直接・

間接にもたらす都市形成・環境形成の波及効果。

（２）果たすべき基本的機能

 ねらいとするところは，工芸業を地場産業とし

てとらえ，その構造に合わせた産業として発展施

策を講じようとするものである。

①商品開発・技術開発

 素材および製品の技術的研究や，品質の安定化

などに充分検討を加え，新しい個性豊かな製品を

開発する。

②販路拡大・流通改善

 従来の流通経路の特性を生かすとともに，新た

な製品の販路としての差別化を図る。

③人材の育成

 既存のデザイナー，技術者の再活性化を図ると

ともに，新たな人材資源の育成も図る。

④情報化

 既存の企業の組織化に生かすとともに，素材→

加工→流通までも含めた産業連関情報化を図る。

⑤消費者への啓蒙・ＰＲ

 工芸業の持つ文化性を通じて，消費者とのパイ

プを太くするとともに，消費者を情報源として活

用する等の双方向性を持たせる。

（３）基本的方向

 工芸業の方策および推進体制としては，伝統的

技術の継承と新技術・新製品開発をも目指し，目

的，機能，施設という関連で整理を行うと次のよ

うになる（表１）。

（４）期待される効果

１）産業へのインパクト

 産業へのインパクトは，既存工芸業そのものへ

と，産業化ポテンシャルの向上として捉えられる。

①既存工芸業

○経営の高度化：既存工芸業の生産性の向上と経

営体質の強化

○商品開発機能の充実：既存工芸業の新たな事業

展開

○人材の育成：既存工芸業の再生産力としての人

材の育成

○情報化の推進：素材→加工→販売 ( 市場 ) を通

した情報化

○流通機能の強化：製品の多様化を通し，流通機

表１ 目的・機能・施設
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能に幅が生まれる。

②産業化ポテンシャル

○産業の多様化：既存工芸業とのリンクによる新

たな事業分野が生まれる。→例えば産業観光の推

進による観光産業の発展。

○産業基盤の強化：生活，文化の向上により，良

質で多様な労働力の確保が可能となる。

○立地条件の改善：技術ポテンシャルの強化が新

たな産業立地を促す。

○他産業への波及効果：既存工芸業の存在が域外

の人を惹きつけ，観光業への直接的な効果や技術

蓄積を通した他産業への間接効果を生ずる。

２）地域へのインパクト

 地域へのインパクトは，社会面，教育・文化面

で捉えられる。

①社会面

○人口定着：所得の発生源 ( 就業の場 ) が確保さ

れ，人口が定着する。

○生活水準の向上：雇用機会の増加に伴う所得の

増加により生活水準が向上する。

②教育・文化面

○教育機関の充実：工芸産業への関心が高まると

ともに，教育機関の充実が図られる。

○文化水準の向上：住民の工芸業への関心が高ま

り，工芸業と住民生活を結びつけた形で，独特の

文化圏が形成される。

○都市形成・景観：工房の存在，工芸関連の店舗

の存在等が地域の潤い，たたずまいに与える直接

的・間接的な影響効果。

２．福井県今立町における事例研究

（１）地域概要（福井県今立郡今立町）

 和紙の里として全国的に知られる今立町は，豊

かな緑と自然に恵まれた風光明媚なところであ

る。地理的には福井県のほぼ中央に位置し，南と

西は旧武生市，北と西は鯖江市，東は池田町に隣

接している (図１)。武生盆地に含まれる地区と，

その周辺を取り巻く山間部に分かれ，東西 10km，

南北 6.5 km，面積 45.43 km２を町域とし，その 70％

が山林である。緑豊かな山あいの自然環境にめぐ

まれたこの町には，鞍谷，岡本，月尾，水間，服

部の５つの川が流れ，それぞれ鞍谷川と合流した

のち，日野川，九頭竜川と名を変え日本海に注い

でいる。気温は高温多湿，冬は降雪量が多く，年

間平均気温は 16.7℃である。

 町内を国道 417 号はじめ県道，幹線道路など

が複合的に走り，隣接市町村と結んでいる。北陸

自動車道にも近く，中京・近畿圏との短時間の往

来も可能な立地である。平成 13 年の人口は

14,216 人，世帯数は 3,659 世帯である。

4 観光地の再生（第２報）

図１ 今立町の位置

（２）今立町訪問および情報収集のためのヒアリ

ング調査の実施

 第一回の現地訪問では，町内の視察および第一

回ヒアリング調査により，和紙の里通りの運営形

態の説明を受ける（表２）とともに，地元の商店

主や運営を任せている財団法人伊万太千 (いまた

ち ) の職員，町の職員など 20 名あまりの出席に

よる意見交換会を実施した（表３）。

表２ 第一回ヒアリング協力者（敬称略）�
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 第二回の現地訪問は，こちらからのお願いでヒ

アリング調査を実施したもので，７団体９名を対

象に実施した（表４）。

 第三回の現地訪問は，第一回の現地訪問で実施

した意見交換会のメンバーにお集まりいただき，

報告会を実施した。

（３）今立町の観光の実態と問題点・課題

 ここでは，今立町の観光の実態と問題点・課題

について，観光施設を中心に検討を加える。

表５は青木史郎，黒田宏治両氏によって「芸術

工学会誌No 21 ，189-192 ，1999 年」に紹介さ

れた「地域デザイン方法論の試み－地域デザイン

シナリオの提案」の中で成功要因による事例評価

として提案された６項目 23 要因とそれによる評

価について示したものである。本来は，まちづく

り全体や自治体あげてのハード整備やソフトな活

動を評価するのに採用されており，この表では，

福井県武生市「タケフナイフビレッジ」，滋賀県

長浜市「黒壁スクェア」，三重県伊勢市「おはら

い町通り再開発」，島根県吉田村「鉄の歴史館」，

岐阜県明智町「日本大正村」，山形県長井市「市

民デザイン活動」，宮崎県綾町「まちづくり」の

事例について評価している。ここで提案されてい

る６項目 23 要因については，私も宮崎県高千穂

町の「夜神楽」について実際に採用したことがあ

り，その有効性は評価できるものである。

１）観光施設個々の評価

表６では，今立町の観光施設として，和紙の里

会館，パピルス館，卯立の工芸館の３つの施設と

これら主要な施設で成り立っている和紙の里通り

に加え，小次郎公園，いまだて芸術館の６つにつ

いて評価してみた。●印が成功要因として評価さ

れるものであり，卯立の工芸館と総体としての和

紙の里通りはいずれも６項目のどこかに●印がつ

き，うち５項目のどこかに２つ以上の●印がつく。

小次郎公園といまだて芸術館はいずれも６項目の

どこかに●印がつき，うち４項目のどこかに２つ

以上の●印がつく。これに対し，和紙の里会館と

パピルス館では６項目のどこかに●印のつかない

ところがあり，●印がついても一つか二つである。

 この手法は，本来まちづくり全体や自治体あげ

てのハード整備やソフトな活動を評価するもので

あり，和紙の里通りについてはそのまま評価でき

石井 廣志

表３ 意見交換会参加者（敬称略）

表４ 第二回ヒアリング調査の協力者（敬称略）
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く。①基本的な要因については「問題意識の共

有」，②着眼点，着想力については『「物語」化

( ストーリィの組立 )』，③企画力，構想力につい

ては「フィージビリティ・スタディ」，④プロデュー

ス力については「指導力・調整力 ( しきり，しわ

け )」，「実現力 ( 費用負担のしくみなど )」の点

で今後の課題として残ろう。⑤実施力のうち「提

供されるモノ・コトの質」は江戸時代中期の紙漉

き屋敷を移築・復元した施設，館内における古式

にのっとった紙漉きの道具と方式で伝統工芸士が

実際に紙を漉く工程を見学できるなど第一級のも

のである。今後は「マーケティング力」，「情報操

作力 ( 地域外への発信力 )」，「事業マネージメン

ト力」の点でまだ新しい施設だけに課題を残して

いると感じられる。また，前述したように⑥継続

力のうち「経済的成功」と「地域全体を巻き込む

仕掛け」の点で，これもまだ施設が新しいだけに

今後の課題として残ろう。しかし，多くの点で成

功要因をクリアーしていることは注目される。

るとしても，個々の施設の評価にはなじまない点

があり，そのような限界を考慮する必要があると

いう条件付きである。すなわち，個々の施設の組

み合わせ効果について評価しきれていない点があ

る。たとえば和紙の里会館とパピルス館と卯立の

工芸館は同じ和紙の里通りにあり，これら主要な

施設で成り立っている和紙の里通りについては，

その組み合わせ効果について評価しているが，小

次郎公園やいまだて芸術館の訪問は目的がはっき

りしている。実はこのことが，今立町の観光の一

つの問題点でもあるのだが，そのことについては

後に述べる。

 このような条件付きであるが，この表からいく

つかの指摘ができる。卯立の工芸館の評価は最も

高く，⑥継続力については４つの●印がつき，た

だ「経済的成功」と「地域全体を巻き込む仕掛け」

の点で●印がつかない。①基本的な要因，②着眼

点，着想力，③企画力，構想力，④プロデュース

力の４項目についてはいずれも２つの●印がつ

観光地の再生（第２報）

表５ 成功要因による事例評価（8事例）
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 いまだて芸術館の評価も高く，⑥継続力につい

ては卯立の工芸館同様４つの●印がつき，ただ「経

済的成功」と「地域全体を巻き込む仕掛け」の点

で●印がつかない。①基本的な要因，②着眼点，

着想力，⑤実施力の３項目についてはいずれも２

つの●印がつく。①基本的な要因のうち「問題意

識の共有」の点で，②着眼点，着想力のうち独立

した建物のため『「物語」化 (ストーリィの組立 )』

を難しくしており，⑤実施力のうち「提供される

モノ・コトの質」は第一級のものであり，「情報

操作力 (地域外への発信力 )」も高い。反面「マー

ケティング力」と「事業マネージメント力」の点

で町民のための文化施設だけに課題を残している

と感じられる。

 ③企画力，構想力のうち設立のきっかけが『自

分たちが作った芸術作品の発表・展示する所が欲

しい』，『優れた文化に触れる機会を増やしたい』，

『あのＩＭＡＤＡＴＥ展 ( 町民総参加の手作りイ

ベント ) で話題となった和紙を素材とした手作り

の作品を保存して欲しい』などの町の声であり，

「活動・事業コンセプト」の点で評価できる。町

の総合計画の中にも【町民の文化活動の活性化に

対応する】方針を定めている今立町では，この声

に応えて，多目的な機能を持つ施設の建設に踏み

切ったものである。ＩＭＡＤＡＴＥ展は，今立を

代表するイベント「今立現代美術紙展」に変わり，

最近では，いまだて美術館を飛び出し「今立アー

トフィールド」というプロジェクトに発展してい

る。また，今立在住の小・中学生で構成する児童

劇団「ステラ座」の活動拠点ともなっている。し

かし，フル活用とまではいかず，「活動・事業の

展開シナリオ」と「フィージビリティ・スタディ」

の点で課題を残している。

 この「いまだて芸術館」は，クラッシックコン

サートから演劇，講演会まで幅広いジャンルに対

応できる 600 人収容のホール，吹き抜けのエン

トランス，ドーム型の作品展示室を備えた，まさ

に町民文化の拠点である。国内外から芸術家を招

いてのイベントにも十分対応できるよう，音響効

果や特殊設備に力をいれている。また，地域の住

民に気軽に利用してもらうために，ステージ脇に

は簡易操作盤も設置されている。

 したがって，④プロデュース力のうち「わかり

やすい目鼻・かたちの提示」の点では評価できる。

しかし，「指導力・調整力 (しきり，しわけ )」，「実

現力 ( 費用負担のしくみなど )」，「時間・タイミ

ングの判断」の点で今後の課題として残ろう。ま

た，前述したように⑥継続力のうち「経済的成功」

と「地域全体を巻き込む仕掛け」の点で，これも

またフル活用されていないだけに今後の課題とし

て残ろう。しかし，多くの点で成功要因をクリアー

していることは注目される。

 小次郎公園の評価も比較的高く，⑥継続力につ

いては３つの●印がつき，ただ「経済的成功」，「地

域内外ネットワーク」，「地域全体を巻き込む仕掛

け」の点で●印がつかない。①基本的な要因，②

着眼点，着想力，⑤実施力の３項目についてはい

まだて芸術館同様いずれも２つの●印がつく。①

基本的要因のうち「問題意識の共有」の点で，②

着眼点，着想力のうち独立した公園のため『「物語」

化 ( ストーリィの組立 )』を難しくしており，⑤

実施力のうち「提供されるモノ・コトの質」は佐々

木小次郎の生家である町内北坂下の高善寺 (17 代

住職の六男として生まれ，その後，仏門を嫌い剣

術家になったことは，寺の過去帳に記されてい

る。) に隣接して造成されたのが「小次郎公園」

で興味をそそられる。長身の美剣士，そして通称

「物干し竿」とよばれた長刀をふりまわす〃つば

め返し〃の使い手として有名であるだけに「情報

操作力 (地域外への発信力 )」も高い。反面「マー

ケティング力」と「事業マネージメント力」の点

で町の中心から離れているだけに課題を残してい

ると感じられる。

 園内には，愛刀「物干し竿」を今にも抜かんと

する小次郎の像をシンボルに，池，滝，遊歩道，

石舞台を配し，日本情緒あふれる空間が形成され

ており，③企画力，構想力のうち「活動・事業コ

ンセプト」の点で評価できる。しかし，ＮＨＫの

大河ドラマ「武蔵」で一時注目されたが，今後の

「活動・事業の展開シナリオ」と「フィージビリ

ティ・スタディ」の点で課題を残している。

 また，④プロデュース力のうち「わかりやすい

目鼻・かたちの提示」の点では評価できる。しか

し，「指導力・調整力 (しきり，しわけ )」，「実現

石井 廣志
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スンの存在」については『和紙の里を愛する会』

や重要無形文化財保持者 ( 人間国宝 ) 岩野市兵衛

氏の作品や紹介をはじめ評価できるものの，「問

題意識の共有」の点で町民全体として共有してい

るかというと課題が残る。そして，和紙の里会館

もパピルス館も③企画力，構想力のうち「活動・

事業コンセプト」，④プロデュース力のうち「わ

かりやすい目鼻・かたちの提示」，⑥継続力のう

ち「公的な助成，自治体の支援など」の点で評価

できるものの，それ以外評価できるものはない。

また，和紙の里会館では②着眼点，着想力のうち

「地域の資産 ( ソフト，ハード )」，パピルス館で

は⑤実施力のうち「マーケティング力」の点で評

価できるものの，それ以外評価出来るものはない。

前述したように，和紙の里会館では⑤実施力，パ

ピルス館では②着眼点，着想力については評価で

きるものが全くない。

力 ( 費用負担のしくみなど )」，「時間・タイミン

グの判断」の点で今後の課題として残ろう。また，

前述したように⑥継続力のうち「経済的成功」，「地

域内外ネットワーク」，「地域全体を巻き込む仕掛

け」の点も今後の課題として残ろう。しかし，比

較的多くの点で成功要因をクリアーしていること

は注目される。

 これに対し，和紙の里会館とパピルス館は，①

基本的な要因こそ●印が２つつくものの，和紙の

里会館では⑤実施力，パピルス館では②着眼点，

着想力については●印が全くつかない。また，和

紙の里会館では，②着眼点，着想力，③企画力，

構想力，④プロデュース力，⑥継続力についても

評価できる点は少ない。パピルス館でも③企画力，

構想力，④プロデュース力，⑤実施力，⑥継続力

についても評価できる点は少ない。

 すなわち，和紙の里会館もパピルス館も①基本

的な要因のうち「地元有志の熱意」と「キーパー

観光地の再生（第２報）

表６ 今立町観光施設評価表
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２）和紙の里通りの評価

 それでは，卯立の工芸館，和紙の里会館，パピ

ルス館を主要施設とする和紙の里通りについて総

合的に見てみよう。これら３施設の評価の単純合

計としてではなく，他の商業施設 ( 和紙販売店，

飲食店 ) やサービス施設 ( ギャラリー等 ) を含め

た街並みとして，表５のまちづくり全体や自治体

あげてのハード整備やソフトな活動としての評価

をしてみる。総体としての和紙の里通りはいずれ

も６項目のどこかに●印がつき，うち５項目のど

こかに２つ以上の●印がつく。すなわち，①基本

的な要因のうち「地元有志の熱意」と「キーパー

スンの存在」については『和紙の里を愛する会』，

『そば愛好会』，産地組合 (福井県和紙工業協同組

合 ) ，今立町商工会，重要無形文化財保持者 ( 人

間国宝 ) 岩野市兵衛氏をはじめ伝統工芸士の方々

の存在など充分に評価できるものの，「問題意識

の共有」の点で町民全体として問題意識を共有し

ているかというと課題が残る。③企画力，構想力

については「活動・事業コンセプト」と「活動・

事業の展開シナリオ」については評価できるが，

総合的な「フィージビリティ・スタディ」をする

必要がある。④プロデュース力については「時間，

タイミングの判断」と「わかりやすい目鼻・かた

ちの提示」については評価できるが，「指導力・

調整力 ( しきり，しわけ )」，「実現力 ( 費用負担

のしくみなど )」については課題がある。⑤実施

力については「提供されるモノ・コトの質」と「情

報操作力 ( 地域外への発信力 )」については評価

できる。反面，「マーケティング力」と「事業マネー

ジメント力」の点で課題を残していると感じられ

る。⑥継続力については『「優れたかたち」「ハード」

の提供』，「シンパサイザーの共感，共鳴」，「公的

な助成，自治体の支援など」の点について評価で

きる。一方，「経済的成功」，「地域内外ネットワー

ク」，「地域全体を巻き込む仕掛け」の点で今後の

課題として残ろう。しかし，②着眼点，着想力に

ついては「地域の資産 ( ソフト，ハード )」の点

では評価に値するが，「資産の今日的評価 ( 組み

合わせ，編集 )」の再考の必要性と『「物語」化

( ストーリィの組立 )』をもう一度見直す時期に

来ているとみられる。しかし，比較的多くの点で

成功要因をクリアーしていることは今後に期待で

きそうである。

３）今立町の観光施設の実態と課題

 そこで，これらの６施設の評価の単純合計で今

立町の観光施設の実態について評価を加えると，

表の右から２番目の評価となる。これによれば，

今立町の観光施設の実態は，主要な６施設を取り

上げると，①基本的な要因，③企画力，構想力，

④プロデュース力，⑥継続力については高く評価

できる点もあるが，②着眼点，着想力，⑤実施力

については，今後に課題があることがわかる。も

う少し詳細にみると，①基本的な要因のうち「地

元有志の熱意」と「キーパースンの存在」の点，

②着眼点，着想力のうち「地域の資産 ( ソフト，

ハード )」の点，③企画力，構想力のうち「活動，

事業コンセプト」の点，④プロデュース力のうち

「わかりやすい目鼻，かたちの提示」の点，⑤実

施力のうち「提供されるモノ・コトの質」の点，

⑥継続力のうち，『「優れたかたち」「ハード」の

提供』，「シンパサイザーの共感，共鳴」，「公的な

助成，自治体の支援など」の点について評価が高

い。特に①基本的な要因のうち「地元有志の熱意」

と「キーパースンの存在」の点，③企画力，構想

力のうち「活動，事業コンセプト」の点，④プロ

デュース力のうち「わかりやすい目鼻，かたちの

提示」の点，⑥継続力のうち，「公的な助成，自

治体の支援など」の点については最も高く評価で

きる。このような今立町の観光施設の実態から浮

かび上がってくる課題として，表の右端に示した

ような問題提起ができる。すなわち，観光施設の

実態を裏返してみるなら，いくつかの課題が指摘

できる。

 すなわち，

 ①基本的な要因については「問題意識の共有」

 ②着眼点については『「物語」化 (ストーリィ

の組立 )』

 ③企画力，構想力については「活動，事業の展

開シナリオ」と「フィージビリティ・スタ

ディ」

 ④プロデュース力については「指導力，調整力

(しきり，しわけ )」と「実現力 (費用分担

石井 廣志
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①和紙を柱とした今立町は質の高い産業文化圏と

して注目され，町づくり町民大学の設置によ

り産業生活文化環境の再生産を図りたい（表

７）。

②観光客の立場に立った産業観光化とは，今立町

の生業 (なりわい )・営為 (いとなみ )の中に

都会人を受け入れるもので，発想の原点は「東

京いまだて物語」にある（表８上段）。

③産業観光を目指す和紙の里構想と今立町の農業

の再評価となるグリーンツーリズムを結びつ

け，相互に活路を開く（表８中段）。

④観光消費にも個性化・高級化が進んでおり，個

人・家族・サークルや外国人を射程にした産

業観光を目指したい（表８下段）。

⑤越前工芸４産地が結束し，共通の目標である工

芸産業観光地化を図り，県外客を中心とした

宿泊型の観光地を目指す（表９）。

⑥和紙を知る高齢者を観光対象として，お年寄り

に優しい観光地づくりを目指すのも産業観光

の道である（表 10 上段）。

⑦観光地の魅力として食の占める位置は高く，和

紙の里にふさわしく食の安全にも配慮した地

元食材主体の料理を提供する（表 10 下段）。

⑧全国の和紙産地の頂点を目指し，原材料・技術・

製品開発・販売等の面で他産地にない取組み

をするべきである（表 11）。

⑨和紙製品の多様な展開には，衣食住のデザイン

展やファッション展に参加している問屋や研

究開発型企業の取組みが欠かせない（表 12 上

段）。

⑩和紙組合の取組みとして，全国和紙産地の先駆

けとなる消費者対策や県内での地場産品の普

及を図りたい（表 12 下段）。

⑪和紙の里通りの街並み整備は未完成で，和紙を

通した工芸文化の発信や魅力的な施設の紹介

に改善の余地がある（表 13）。

⑫和紙の里通りそのものが博物館であり，今立町

全体が生活文化博物館であるエコミュージア

ムの発想が必要である（表 14）。

⑬和紙の里通りのイベントは，個々の施設を最大

限活用し，人々の生活文化の中で息づいてき

た和紙をテーマに未来を模索したい（表 15）。

のしくみなど )」と「時間，タイミングの判断」

 ⑤実施力については「マーケティング力」と「事

業マネージメント力」

 ⑥継続力については「経済的成功」と「地域内

外ネットワーク」と「地域全体を巻き込む

仕掛け」

が今後の課題として提起される。

 中でも，①基本的な要因のうち「問題意識の共

有」，②着眼点のうち『「物語」化 ( ストーリィの

組立 )』，③企画力，構想力のうち「フィージビ

リティ・スタディ」④プロデュース力のうち「指

導力，調整力 ( しきり，しわけ )」と「実現力

( 費用分担のしくみなど )」，⑤実施力のうち「事

業マネージメント力」，⑥継続力のうち「経済的

成功」と「地域全体を巻き込む仕掛け」が大きな

課題である。

（４）問題解決・課題対応のための基本的考え方

１）全体として

 （２）でみたように，今立町は和紙の里通りを

中心とした産業観光地として評価され注目を集め

てきたものの，その他の観光施設も含め，多くの

問題点・課題を抱えている。したがって，このよ

うな問題点・課題を踏まえ，新たな観光振興の方

向について，問題解決・課題対応のための基本的

な考え方について，いくつかの提言をすることに

した。

 第一回の現地調査でのお話や実施した意見交換

会，第一回，第二回の現地訪問で実施したヒアリ

ング調査をもとに，そして入手した文献・資料，

今立町誌を参考にしつつ，思い浮かんだ問題点・

課題とその対応策・アイデア等を書き留め，研究

ノートを作成した。

 この研究ノートから，書き出した実態と問題点・

課題，問題解決・課題対応に対する意見，アイデ

アは 240 項目に及んだ。これら 240 項目を問題

解決・課題対応の視点から，意見・提案・アイデ

アとして全て取り上げ，ＫＪ発想法によって整理

し，基本的な方向について論点を整理してみた（表

７～表 15）。

 これによれば，基本的な方向について，次の 13

の論点が明らかになった。

観光地の再生（第２報）
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う一つは町づくりのソフトな仕掛けとして，行政

と地域経済団体，町民が参加する町づくり町民大

学をつくり，町民の結束による町おこしを実践す

ることである。つまり，今立町商工会は行政と産

業界，町民を結ぶパイプ役として期待され，産業

人の発想で町づくりに貢献して欲しいという声が

あり，役場と町民とのパイプができれば，それぞ

れに力を発揮できるという意見もある。具体的に

は，「和紙の里を愛する会」や「そば愛好会」な

どを母体とした町民大学をつくり町民の結束よる

町おこしを実践しようという意気込みを尊重した

い。

２）各論点について

表７によれば，①についてポイントは二つあり，

一つは和紙を柱に自然・歴史・文化環境の質の高

さを誇りとして，越前和紙の伝統・文化環境を将

来につなげていくための新たな産業文化圏の構築

を図ることである。つまり，和紙を柱に自然・歴

史・文化環境の特異性を売る必要があり，越前和

紙の伝統技術をトータルに訴える必要がある。具

体的には，謡曲「花筺」をはじめ水上文学，いま

だて芸術館など文化的に質の高い歴史・文化・芸

術は今立町の財産であり，和紙・羽二重・漆器を

組み合わせた奉納舞の創作のアイデアもある。も

11石井 廣志

表７ 論点①

表８( 上段 ) によれば，②についてもポイント

は二つあり，一つは観光客の立場に立った産業観

光化を図るため，施設やお店それらのトータルな

まちづくりのいずれにも差別的優位性が必要でか

つ持続性が求められることである。つまり，施設

やお店が観光客を相手にするには，そもそも観光

客を増やす必要があり，それには観光客の立場に

立って，施設やお店をつくる必要があり，リピー

ト客もそのような中から期待出来るものである。

そして，観光客の心をつかむには，サービス内容

面で，他の観光地にない特色を出す必要がある。

もう一つは今立町の生業 ( なりわい )・営為 ( い

となみ ) の中に都会の人を受け入れる発想が必要

で，「東京いまだて物語」も，都会人に今立和紙

を支える女性の姿から越前和紙を理解してもらう

ことも必要である。例えば，意外と知られていな

い女性中心の越前和紙の作業場を再現し知っても

らうことも考えてみたい。

 同じく表８( 中段 ) によれば，③については，

和紙の里に育つグリーンツーリズムの動きを，観

光の多様な展開としてとらえ，相互に関係づける

ことが新たな産業観光として魅力が増すことにな

ろう。すなわち，一つは和紙の里に育つグリーン

ツーリズムの動きは，施設や制度面で充実しつつ

あり，観光の多様な展開として期待されるからで

ある。もう一つは都会人が農業体験を目的として

今立を訪れており，農作業を中心としたグリーン

ツーリズムが都市との交流を深めているからであ
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要で，まず身近な産地との連携を図ることになる。

具体的には，越前和紙（今立町），越前漆器（鯖

江市・今立町），越前打刃物（旧武生市），越前焼

（越前町）の越前４産地が結束して産業観光に取

り組む必要があり，同時イベントの開催は大きな

魅力となる。このようなイベントを通して，越前

４産地が相互に産地製品を紹介し合うとともに，

相互の交流を通して異種素材を組み合わせた新製

品を開発することにもなることが期待される。も

う一つは旧武生市，鯖江市，今立町，越前町に及

ぶ越前工芸産地エリアで完結する工芸産業観光地

を目指すことにより，県外客や高齢者に魅力とな

れば，宿泊型観光地として発展が期待される。す

なわち，この越前工芸産地のエリアで宿泊型観光

を目指す必要があり，特に高齢者や県外客には宿

泊できることは魅力となるからである。具体的に

は，宿泊を望む観光客のために，宿泊施設として

民泊の利用も考えられ，宿泊型の産業観光を考え

ていく必要があろう。

表 10 ( 上段 ) によれば，⑥についてもポイント

る。一方農業の側からみると，今立町の農業の再

評価・再認識が必要となっており，和紙を中心と

した産業観光の中にその活路を見い出したいから

である。

 同じく表８( 下段 ) によれば，④については，

団体客から個人客に顧客層が移っており，個人客

相手の体験型産業観光は魅力となり，外国人観光

客も呼べ，新たな産業文化観光の姿ともなろう。

すなわち，今立町においても団体客から個人客に

顧客層が移っており，一般的な観光動向でもある。

個人客の増加は，時間に縛られない観光パターン

となり，個人客相手の様々な体験コーナーを設け

たいからである。また，体験型観光を目指せば，

外国人観光客が呼べるからである。

表９によれば，⑤についてはポイントは二つあ

り，一つはまず身近な産地との連携からはじめ，

将来は越前４産地が結束して産地製品を紹介し合

うとともに，共同イベントの開催など相互の交流

を図ることである。すなわち，産業観光の魅力を

増すには，いくつかの産地が協力し合うことが必

観光地の再生（第２報）

表８ 論点②③④
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は高齢者に往復出来る距離であり，和紙に理解の

ある高齢者をターゲットとしたまちづくりは魅力

的であると考えられる。高齢化社会に向けて，今

立町の取る仕掛けは，高齢者に魅力ある産地とし

は二つある。一つは和紙の里通りの広さは高齢者

にとって負担の少ないもので，和紙の魅力も高齢

者層に理解され易く，産業観光として期待される

ことである。すなわち，和紙の里通りの 200 ｍ

13石井 廣志

表９ 論点⑤

表 10 論点⑥⑦
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理の食べられる食事処や越前料理の食べられる料

理旅館などで食の魅力を売り込む必要があろう。

表 11によれば，⑧については三つのポイント

がある。一つは全国の和紙産地の頂点を目指し，

リーダーシップを発揮するため，多様な和紙製品

の展示イベントをはじめ，和紙の原料育成園をつ

くるなど，話題性のある企画を実施することであ

る。すなわち，全国の和紙産地の中でリーダーシッ

プを発揮するため，多様な和紙製品の展示イベン

トなど話題性のある企画を実施する必要があるこ

とである。また，和紙の原料の楮はかつて町内に

自生していたものであり，その育成を図り，より

自然な原料，良質な原料の確保につなげたいから

である。もう一つは卯立の工芸館は，和紙技術継

承のための伝導館としての役割を担っており，和

紙技術学院として後継者育成や生涯学習の場とし

ても活用したいことである。すなわち，卯立の工

芸館は，和紙技術継承のための伝導館として整備

するとともに，和紙技術学院 ( 紙芸学院 ) として

後継者を育成する。また，産業観光には「学び」

の要素が伴い，小中学校・高校・大学さらに生涯

学習として役立てることも期待できる。三つめ

は，和紙と住空間・しつらえをテーマとしたモデ

ルルームをつくり，部屋全体が生きた見本帳とな

るようにすることである。

て産業観光を推し進めることである。もう一つは

和紙の里通りへのアクセス改善とともに，通りや

施設のバリアフリー化，バリアフリーゾーンを設

けるなどお年寄りに優しい町づくりを推進するこ

とである。具体的には，和紙の里通りへのアクセ

スは高齢者を考え，直行バスの運行が良いが，タ

クシーの利用に考慮した割引制度も設けたい。和

紙の里通り，施設のバリアフリー化と町内にいく

つかのバリアフリーゾーンを設け，お年寄りに優

しい町づくりを推進する必要があろう。

 同じく表 10 ( 下段 ) によれば，⑦についても二

つのポイントがある。一つは和紙の里通りに地元

食材を使った健康志向型の食事処をつくり，町内

の有機低農薬栽培農家と協力して町の新たな魅力

づくりを図ることである。すなわち，食の安全が

叫ばれる今日，今立町ではすでに有機農法研究会

が実績を積んでおり，低農薬栽培への取組もある

からである。具体的には今立町の「安全な農産物」

を利用して，和紙の里通りに地元食材を使った健

康志向型の食事処をつくることである。もう一つ

は和紙の里で楽しむそばは魅力的であるが，和紙

との組み合わせで差別化を図るとともに，そば以

外の郷土料理（越前料理）も食の魅力として加え

たいことである。すなわち，和紙の里で楽しむそ

ばの魅力を最大限引き出すため，和紙とそばとを

合わせた演出・工夫が欲しい。具体的には郷土料

観光地の再生（第２報）

表 11 論点⑧
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り，和紙を使った試作品などを創る場も欲しい。

 同じく表 12 ( 下段 ) によれば，⑩についても二

つのポイントがある。一つは全国の和紙産地を

リードし，和紙の原産地表示や生産者表示に取り

組むとともに，今日の住環境や生活感覚に合った

製品を若い組合員の中から生み出すことである。

すなわち，和紙の販売・消費に注力すべきであり，

原産地表示や生産者表示に取り組むなど，販売情

報の活用に先進性を発揮することが期待される。

また，和紙組合の青年部や若手グループ・中堅グ

ループの取組が期待され，今日の住環境・生活感

覚に合った製品を生み出すことにつなでげたいか

らである。もう一つは，越前和紙の需要拡大には，

まず県内での地場産品の利用促進を図り，公共機

関や公共施設での普及，民間需要の掘り起こしが

必要であることである。すなわち，越前和紙を県

内でもっと利用してもらい，その普及を図るとと

もに，和紙に限らず県内の工芸品を公共施設に活

用することである。例えば和紙の需要先として武

生の「蔵の辻」をはじめ県内の居酒屋の特注に応

表 12 ( 上段 ) によれぱ，⑨については二つのポ

イントがある。一つは和紙の多様な展開を図るた

め衣食住のデザイン展やファッション展へ参加す

ることにより，環境に優しい再利用可能な素材と

して和紙の価値を創造することである。すなわち，

和紙製品の多様な展開を図るため衣食住のデザイ

ン展や近代工芸やファッションなどの展示会に参

加すべきで，そのような中から和紙の素材として

の利用範囲を広げ，環境に優しい，再利用可能な

テキスタイルとして新製品を開発することが期待

できる。すでに繊維テキスタイルとして開発した

和紙の新製品も生まれており，一方，今立町の繊

維業界に対しては県で技術化支援中でもある。も

う一つは産地内にある問屋や研究開発型企業の企

画力や研究開発力を結集し，新たな販売方法や新

製品開発に取り組むことである。すなわち，産地

問屋の企画力・販売ノウハウ・市場情報などの再

利用を図り，新製品開発や販売方法の面で産地改

革に取り組む必要があることである。また，産地

内にある研究開発型企業は，産地振興の支えであ

15石井 廣志

表 12 論点⑨⑩
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るが，和紙を素材とした美術品や工芸品ギャラ

リー，休憩所を兼ねた総合案内施設を設けたいこ

とである。すなわち，和紙の里通りの滞留時間を

増やす必要があり，施設が連担していないことや

販売方法，休憩施設等の改善が望まれる。また，

和紙の里通りの魅力を増大するため，素材を和紙

に求めた美術・工芸ギャラリーや総合案内施設も

設ける必要がある。

表 14によれば，⑫についても二つポイントが

ある。一つは和紙の里会館を中心にした和紙に関

する資料・情報，卯立の工芸館を中心にした和紙

づくりを組み合わせた静と動の博物館として売り

出すことである。すなわち，和紙の里会館の資料・

じることである。

表 13によれば，⑪については二つポイントが

ある。一つは和紙の里通りの街並み整備には，他

地域の事例も参考にするとともに，イラストマッ

プやパンフレットにも工夫するなど話題性を高め

ることである。すなわち，和紙の里通りの街並み

整備には，松本や輪島を参考にし，イラストマッ

プにあっては川越（拙稿：参考文献２２）を参考

にする必要がある。また，観光パンフレットには，

年代別，県内・県外別などの工夫も欲しい。なお，

和紙の里通りを道の駅として整備することも考え

られる。もう一つは和紙の里通りの滞留時間を長

くするには，施設の連担，販売方法等の問題もあ

観光地の再生（第２報）

表 13 論点⑪

表 14 論点⑫
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設の特色を活かすとともに，町の行事や祭りを組

み合わせて，町民も楽しめ全国にもアピール出来

る企画としたいことである。すなわち，和紙の里

通りを中心としたイベントに個々の施設の特色を

活かすとともに町内の行事・祭りを取り込んで町

ぐるみで実施する必要がある。なお，全国にアピー

ル出来るようなイベントの企画に期待したい。も

う一つ，和紙は人々の生活文化の中で息づいてき

たものであり，今日の暮らしの中や通過儀礼の中

で，新たな和紙の登場の場を模索すべきである。

すなわち，和紙を使って「包む」という行為から

生まれる文化，和紙の扱い方や利用による生活文

化を見直す必要がある。具体的には，豊かな生活

を求めるようになった今日，暮らしの中や通過儀

礼の中における和紙の普及を図る教室を開催する

などである。いずれにしろ，和紙を守る姿勢から，

和紙で攻める姿勢に転じる必要があろう。

文献，製品見本，道具類など和紙に関する資料を

網羅した博物館をつくる必要がある。そして，和

紙の里会館を中心に和紙情報，卯立の工芸館を中

心に和紙づくりの拠点とするなど伝統産業振興の

拠点モデルとすることが期待される。なお，文字

や書写材料など紙に関連する博物館も興味深い。

もう一つは和紙の里通りを飛び出し，町内の名所・

旧跡，古い街並みの中の和紙工房を探索できるよ

うなコースを設け，ミニバスや自転車で自由に散

策出来るようにすることである。すなわち，和紙

の里通りを飛び出し，町中を徒歩や自転車・人力車

で自由に散策できるような演出・工夫をする必要

がある。具体的には，町内の名所・旧跡，古い街並

みの中の和紙工房を探索できるようなコースを設

け，巡回ミニバスと徒歩で散策できるようにする。

表 15によれば，⑬については二つポイントが

ある。一つは和紙の里通りのイベントは個々の施

17石井 廣志

表 15 論点⑬

おわりに

 本稿のまとめとして，問題解決・課題対応のた

めの具体的提案内容について紹介したい。

 以上 13 の論点は，さらに以下の５つに集約さ

れる。

Ⅰ）産業文化の創造（論点①）

Ⅱ）産業観光とは（論点②，③，④）

Ⅲ）産業観光の新たな戦略（論点⑤，⑥，⑦）

Ⅳ）産地の原動力（論点⑧，⑨，⑩）

Ⅴ）和紙の里通りの再活性化（論点⑪，⑫，⑬，）

 Ⅰ）は今後の理念・目標に相当するものであり，

いわば問題解決・課題対応の「頭」の部分である。

具体的なポイントとしては，次の３つがあげられ

る。

○質の高い新たな産業文化圏を構築する。

○町民の結束による町おこしを実践する。

○まちづくり町民大学をつくる。

 Ⅱ）は今立町における産業観光の基本的考え方

に相当するものであり，いわば問題解決・課題対

応の「心」の部分である。具体的なポイントとし

ては，次の３つがあげられる。

○今立町の生業・営為の中に都会人を受け入れる。

○和紙の里に育つグリーンツーリズムの動きを活

かす。
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域に比べ一歩も二歩も先んじている。今後の取り

組みもこれらがリーダーシップをとる必要があ

る。

 もとより，一つのテコで地域づくりが完結する

ことはありえないが，地場の工芸産業の振興は，

単に工芸分野の経済的発展にとどまるものではな

く，まちづくりや産業観光などの地域づくりに必

要な多くの要因と密接な関係を持っている。その

関係をより強め得ることが明らかにできれば，地

域づくりに必要な広汎な人の理解と協力が得られ

ることにつながろう。
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152 1995.7

15 ．石井廣志：「地域産品の開発と農業高校・水産高校等

－連携・協力のための新たな視点－」東京家政学院大

学紀要 第 35号 P153 ～ 174 1995.7
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○個人客に絞った個性的な産業観光を目指す。

 Ⅲ）は差別的優位性発揮の戦略に相当するもの

であり，いわば問題解決・課題対応の「手」の部

分である。具体的なポイントとしては，次の３つ

があげられる。

○越前４産地が結束し，宿泊型の産業観光を目指

す。

○お年寄りに優しい産業観光地を目指す。

○食の安全に配慮した地元食材主体の料理を提供

する。

 Ⅳ）は今立町の産業観光がよって立つ産地の足

腰を強くするエンジンに相当するものであり，い

わば問題解決・課題対応の「足」の部分である。

具体的なポイントとしては，次の３つがあげられ

る。

○全国の和紙産地の頂点を目指す。
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ンド」と共通するところが多い。すなわち，ふく

いブランドは「水」，「癒し」，「美味」，「匠」，「歴

史」，「暮らし」であるが，「水」は和紙および和

紙の里通りと，「癒し」はグリーンツーリズムの

発想に，「美味」は農産物の提供，そば，越前料

理と，「匠」は手漉きの味わい，越前和紙そのも

のと，「歴史」は言うに及ばず，「暮らし」は和紙

を中心とした生活提案にそれぞれと関係してい

る。このようにみてくると，今立町には既に「和

紙の里を愛する会」，「そば愛好会」，「有機農法研

究会」等が産業観光の芽として育っており，他地

観光地の再生（第２報）
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